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▲技能実習生
　蘇 静（そ せい）さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間がたつのは本当に早いですね。中国の青海省から西条市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に来てもう二年半余りたちました。日本に来たころは、仕事も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本語もよく分からなくて悩みました。ホームシックになり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「言葉も分からないし、日本人も厳しいし、そんな所へ行って
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうするの」という両親の忠告も思い出しました。でも会社の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方が、いろいろと教えてくださったおかげで、だんだん仕事や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活に慣れました。一日の仕事が終わって少し疲れていても、
　天気がいい時はときどき海岸を散歩します。そんな時、知らない人が「こんばんは」と優しい声で挨拶を
　してくれると、一日の疲れが消えて元気になります。
　　一番うれしかったことは、丹原公民館の日本語教室の先生や友だちと出会えたことです。最初に出会っ
　たのは一年余り前です。その時はまだ日本語が話せないだけでなく、声を出す勇気もなかったです。発音
　がおかしい、笑われるかもしれないと気になりました。でも先生は丁寧に教えてくださり、「大丈夫です
　よ、もう一度」「蘇さん、すごいですね」と優しく励ましてくださり、だんだん自信が持てるようになり
　ました。そして去年の12月には日本語能力試験の２級を受けました。まだ合否は分かりませんが、受験の
　チャンスがあっただけでも嬉しいです。もし先生のご支援がなかったら、私は試験を受けるどころか、日
　本人と話すこともあまりなかったかもしれません。（編集部注：試験には見事合格されたそうです）
　　ある日電話で、「日本人、とても優しいよ。私、もう強くなったよ」と家族や友だちに伝えたら、みん
　な安心してくれました。日本に来て本当に良かったと思います。来なかったらいろいろなことが一生分か
　らなかったかも知れません。今はまだ人生は始まったばかり、これからの道はもっと難しくなるかもしれ
　ません。でも私はいつも笑顔で自信を持って自分の道を歩きます。今、西条市の皆さんには、心から感謝
　の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございます。これからもよろしくお願いします。
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